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 日本の古代仏教寺院の所謂「七堂伽藍」において、仏像を安置するための堂宇は「金堂」と称された。金堂は日本の古代寺院において、塔と並んで最も重要視された建物であり、多くの寺院で最初に造り始められたことが、 文献史料や発掘調査で明らかにされている。 しかし 周知 通り、仏像は金堂だけに安置されたわけではない。 平安時代後期の 『七大寺日記』 や 『七大寺巡礼私記』を見ると、講堂にも様々な 像が安置されていることが分かる。これらの仏像はなぜ金堂ではなく、講堂に安置されたのか。本研究の目的 、仏像史研究の立場から の問いに答え ことである。
 
 
古代寺院の主要な堂宇の一つと見なされる講堂は、考古学や建築史の分野において、常に研究
の対象となってきたが、従来の仏像史研究ではそれらを十分にふまえられていない。講堂は経法を講ずるための堂宇であ こと、飛鳥寺以来伽藍に建立されたこと、そして仏像が安置されること、これらは自明なことと なされているが、建築史などの分野ですでに批判されており 再検討の必要性が生じている。
 
 
本研究は二つの方法によってこの問題を検討する。一つは、講堂に安置された個々の仏像に焦
点を当て、その造立 経緯や宗教的機能を明らか する中で、 と 堂宇と 関係を考えること。もう一つは 文献史料で講堂の存在が確認できる寺院を中心に、飛鳥時代から平安時代前期 （九世紀） までの講堂及びその安置仏の事例 概観す ことで、 講堂 出現 期と消滅の理由、仏像安置の具体的な様相について明らかにするこ である。
 
 
第一の方法で具体的に取り上げた は、天平十八年（七四六）に造立され、南円堂に再興像が
現存する興福寺講堂の不空羂索観音像、平安時代前期を代表する木彫群像である東寺講堂諸像同じく密教美術を代表する大阪・観心寺の 堂に造立された如意輪観音菩薩像、そして、通説では当初、飛鳥の山田寺講堂に安置された 考えられている興福寺蔵旧山田寺仏頭である。
 
 
興福寺講堂の不空羂索観音菩薩像について 、 造像の経緯と南円堂への移座について考察。 「
宇の本尊」との概念が奈良時 にはないことを指摘して、「講堂本尊」交替の理由を論じてきた先行研究を批判した。東寺講堂諸像 ついては、そ 独特の尊像構成が空海の理解した『金剛頂経』広本を典拠とすることを考証し、顕教的な講経法会である伝法会との関係を指摘した 観心寺の如意輪観音像についても、寺院や 宇の「本尊」 見なしてきた先行研究を批判。「密教美術」が大乗的な作善として造立されることを確認した。旧山田寺仏頭は 通説に反し 当初は金堂に安置された可能性が高いこ 、 堂宇 建立と造仏の年代とは切り離 考える必要のあることを指摘。七世紀には「丈六仏」が釈迦如来像を意味し、 像 釈迦如来像として造立された可能性を論じた
 
 第二の方法の結果としては、まず中国の伽藍では仏殿よりも講堂の出現が先行し、初期には塔
や講堂に仏像が安置されたこと、六世紀以降、多数の在俗者を講堂に入れて行われる俗講が盛行することで、七世紀半ばには講堂に仏像を置かな
くなったものと推定した。一方、日本の最初期
の伽藍には講堂は建立されなかったが、七世紀半ばに朝鮮半島を通じて大陸の講堂を受容。日本で最初の講堂が建てられたのは難波の四天王寺であると推測した。その伽藍配置は、四天王寺に見られるように、 回廊 取り付いて金堂や塔と空間の一部を共有するもので、一部の講堂には仏像も安置されたものと考えられる。その後 八 になって講堂と仏殿を明確に区別する考え方が中国からもたらされた 推定。 鑑真の建立した唐招提寺はまさにこ 例だと考えられるが、講堂に仏像を安置することはその後も続けられ、唐招提 の講堂でも平安時代の初めには仏像が安置されたこと 指摘した。円珍が『仏説観普賢菩薩行法経記』に記している通り、日本では「仏を ずるのを愛する」ことと 俗講が行われなかったこと より、講堂には仏像が安置し続けられたのであ 。九世紀には寺僧集団の変質によって、食堂や伽藍僧房ととも 講堂も消えていくが、 恒例の法会や仏像安置の場となった一部 講堂はその後も生き残ったもの 考えられる。
 
 
すなわち、中国では講堂は文字通り「講経」に特化した堂宇となって仏像は排除されたが、日
本では俗講が行われず、むしろ在俗者 教と結びつく契機として造仏が盛行し 結果 新たな堂宇や寺院を建 るだ の経済力を持たない人々 含めて、 広く 供養に適した講 が仏像安置の場所として選ばれたのである。そ ため、講堂の安置仏は、古代日本における造仏 盛 を象徴し、その仏教信仰を特徴づけるものと結論した
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講堂の仏像 
―日本古代仏教寺院における仏像とその安置堂宇に関する研究― 
本論文は、古代日本の仏教寺院の特に講堂に着目し、そこに仏像を安置する様相と意味を再検討し
たものである。まず、序章では、従来の美術史は講堂への仏像安置を十分に問題としなかったとし、
このテーマの先行研究として特に建築史と考古学の成果を回顧する。その上で、本論文は、①講堂は
いつから建立されたのか、②講堂には仏像を安置したのか、③講堂の機能の三点を問題とするとした。 
 つづく第一部では、第一章から第三章を通じ、それぞれ、奈良時代、平安時代前期、飛鳥時代の講
堂と安置仏について、主に文献史料から検討した。第一章では、現存例である唐招提寺講堂と法隆寺
東院伝法堂、文献より知られる諸寺の検討から、上の三点に付き、①奈良時代後半から講堂は建立さ
れ、多くの寺院に講堂は造られたがすべてではなく、②東大寺・興福寺には奈良時代半ば以降仏像が
安置されたもののその他の寺院は明証を欠き、③大規模な法会の場または僧の自行の場として機能し
たと結論した。第二章では、山林寺院（比叡山延暦寺、高野山金剛峯寺）、講堂の確認できる寺院（常
住寺、西寺、東寺、広隆寺）について検討したが、特に広隆寺講堂阿弥陀如来像を百済王慶命追善の
ためとする新解釈が注目される。そして、この時期の伽藍で講堂は九世紀半ば以前には存在し以後は
なくなるとし、僧侶集団の結束の弱まりが講堂を不要にしたと論じた。第三章では、飛鳥藤原京時代
の四大寺（大安寺・薬師寺・飛鳥寺・川原寺）の講堂、文献に残る講堂の検討から、①講堂を伴う伽
藍の初例は四天王寺、②八世紀半ばの興福寺講堂不空羂索観音像、観世音寺講堂不空羂索観音像、西
琳寺講堂盧舎那仏像が講堂安置仏の最初期の例、③講堂は自行としての修学や講経のために機能した
とした。その上で、講堂への仏像安置は百済・新羅の影響との見通しを示した。 
 第二部では、第四章から第七章にわたり、具体的な講堂安置仏について検討を加えた。第四章では、
興福寺講堂不空羂索観音像の発願者とその願意を周到に跡づけ、後に南円堂に移座される経緯につい
て内麻呂の信仰による妥当な解釈を示した。第五章では、東寺講堂諸像が仁王経法のためとする従来
の定説に対して、この尊像の主題と図像がすべて広本『金剛頂経』に基づくことを示し、伝法会にお
いて真言僧の養成のために機能したとする新解釈を示した。第六章では、観心寺「講法画堂」を橘嘉
智子御願堂と見る従来説に対し、それが如法堂に相当するとした上で、如意輪観音像を正子内親王に
よる母嘉智子追善のための造像とする新解釈を示した。そして、従来「密教像」の代表作と見られて
きた同像が追善という奈良時代以来の文脈に沿うことを積極的に主張した。第七章では、旧山田寺仏
頭（興福寺）を講堂像としてきた従来説を批判し、金堂像だったことを周到に論証した。また、「丈
六仏」がそれ自体で釈迦を意味するとし、薬師とされてきた尊名をも見直した。終章では、中国の事
例との比較を通し、古代日本において講堂に仏像を安置した理由を、「仏像を安ずることを愛する」
ことと「俗講がおこなわれなかった」ことの二点に求め、造像と堂宇への安置が、俗人が仏教に関与
する媒介として重要な意義を担ったことを主張した。従来の研究が自明としてきた論点を見直し、周
到な手続きで新たな見解を示す本論文の成果は、古代彫刻史研究に重大な寄与を果たすことは疑いな
い。よって本論文の提出者は博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格があると認められる。 
